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　一般会計の予算総額は、39億9,700万円で、対前年度0.4％の減額となりました。主な新規事業は、
東栄町役場本庁舎整備方針検討支援業務、小・中学校体育館エアコン設置事業などを盛り込みました。

また、物価高騰による住民負担軽減対策として、水道基本料金の減免、小・中学校給食費の全額補助を行います。
　特別会計では、国民健康保険特別会計が減額となりましたが、後期高齢者医療特別会計及び東栄診療所特別会計は増額と
なりました。東栄診療所特別会計の増額は、医療機器（全身用Ｘ線ＣＴ診断装置）の更新と、旧東栄医療センター解体事業
（実施設計）が主な要因です。
　企業会計では、簡易水道事業特別会計が増額となりましたが、特定環境保全公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業
特別会計のいずれも減額となりました。特定環境保全公共下水道事業特別会計の減額は、下水道施設に係る各種計画の策定
が完了したことなどが主な要因です。 
　結果、一般会計、９の特別会計、３の企業会計の予算総額は57億4,636万円で、対前年度2.1％の減額となりました。

◆
各
会
計
予
算
規
模

◆
一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
の
内
訳

（注１）「合計」には、簡易水道事業特別会計、特定環境保全公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計の支出額を加えたものとしています。
（注２）千円単位切り捨てのため、合計が合わない部分があります。

会　計　名 比　較本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額

合　　計

一　　般　　会　　計 39億9,700万円
4億3,337万円
1億5,098万円
4億214万円
148万円

3億8,461万円
4億5,721万円
1億6,525万円
2億2,571万円
7,328万円
7,845万円

57億4,635万円

40億1,400万円
4億5,814万円
1億3,953万円
3億6,603万円

578万円
3億2,547万円
4億1,521万円
2億8,045万円
3億4,655万円
1億440万円

1億2,361万円
58億6,887万円

▲0.4％
▲5.4％
8.2％
9.9％

▲76.8％
18.2％
10.1％

▲41.1％
▲34.9％
▲29.8％
▲36.5％
▲2.1％

特
別
会
計

企
業
会
計

収　入
支　出
収　入
支　出
収　入
支　出

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
東 栄 診 療 所 特 別 会 計
各 財 産 区 特 別 会 計

特定環境保全公共
下水道事業特別会計
農業集落排水事業
特別会計

簡易水道事業
特別会計

令和８年度 39億9,700万円当 初 予 算 前年度比0.4%➡

予算方針

予算の概要

　令和８年度は、「将来に責任を持って事業を選択し、未来につなぐ予算」として編成しました。

歳 入
39億9,700万円

町税
３億1,672万円
（7.9％）

自主財源
９億5,422万円
（23.8％）

依存財源
30億4,277万円
（76.2％）

その他
４億6,658万円
（11.6％）

地方交付税
18億1,100万円
（45.3％）

地方債
４億6,000万円
（11.5％）

県支出金
３億4,342万円
（8.6％）

国庫支出金
２億4,537万円
（6.1％）

その他
１億8,297万円
（4.7％）

繰越金
１億円（2.5％）
使用料及び手数料
7,092万円（1.8％）

歳 出
39億9,700万円

総務費
７億9,893万円
（20.0％）

民生費
６億7,388万円
（16.9％）

衛生費
５億4,009万円
（13.5％）

農林水産業費
４億5,391万円
（11.4％）

商工費
9,009万円
（2.2％）

土木費
３億603万円
（7.7％）

教育費
３億1,301万円
（7.8％）

公債費
４億6,039万円
（11.5％）

消防費
２億6,133万円
（6.5％）

議会費
4,446万円（1.1％）諸支出金 4,395万円（1.1％）

予備費 1,086万円（0.3％）

◆歳出の性質別経費状況
人件費

６億6,951万円
（16.7％）

公債費
４億6,039万円
（11.5％）

普通建設事業費
３億5,770万円
（8.9％）

補助費等
７億8,314万円
（19.6％）

繰出金
５億8,416万円
（14.6％）

物件費
７億9,171万円
（19.8％）

扶助費
１億6,620万円（4.2％）

義務的経費
12億9,611万円（32.4％）

その他の経費
23億4,317万円（58.7％）

投資的経費
３億5,770万円（8.9％）

積立金　4,395万円（1.1％）
維持補修費　１億1,872万円（3.0％）

予備費　1,086万円（0.3％）
投資・出資・貸付金　1,060万円（0.3％）
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地域福祉計画策定事業　【予算額 5,512千円】
住み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続けられるための「町民主体の地域共生社会」を目指し、令和７年度に実施したアンケー
トによる全戸調査、関係団体ヒアリング等を基に、第２次地域福祉計画を策定します。
地域包括ケア推進計画策定・体制整備事業　【5,446千円】
医療と専門トレーナーが連携し住民の健康課題に取り組むための体制整備の協議・人材育成を行う「トータルコンディショニング
事業」等を実施します。また、補助制度を一元化し、医療・介護・福祉人材の安定した確保等を支援します。 

令和８年度の主な事業

支 えあう健康福祉のまちづくり

東栄小学校・中学校体育館エアコン設置事業　【81,305千円】
東栄小学校・中学校の体育館にエアコンを設置します。夏季の体育の授業や部活動、集会時の熱中症リスクの軽減
を図るとともに、災害時避難所としての機能を向上することも目的として実施します。
小中学校給食費の補助　【8,839千円】
子育て世帯の経済的負担を軽減するため、令和８年度も引き続き、小学校及び中学校の給食費の全額を補助します。

上下水道事業への取組　【761,376千円】
引き続き、各施設の維持管理に努めます。さらに、水道事業においては、老朽化した送水ポンプの更新や配水管布設替工事を、下
水道事業においては、老朽化した農業集落排水施設の更新を効果的に実施するため計画を策定します。 

第７次東栄町総合計画の策定　【11,367千円】
第６次計画の期間を１年延長したうえで、令和７年度から８年度までの２か年をかけて、第７次計画の策定を行います。令和８年
度は主に、基本構想及び基本計画の検討、総合戦略・人口ビジョンに必要な調査分析、町民会議等を実施し計画を策定します。

北設情報ネットワークの運営　【227,743千円】
インターネットの通信速度の低下をはじめとするサービス上の問題や、設備の経年劣化に伴い多額の改修費用
を要するなど、事業の継続に大きな課題を抱える状況となっていた北設情報ネットワーク（テレビ・インター
ネット）は、民間事業者へ事業譲渡が決定し、令和７年度から９年度にかけて、順次移行しています。令和８
年度は東栄町、豊根村、設楽町の一部において基地局の新設、幹線及び機器の移行、更新を予定しています。

安心で安全なまちづくりの推進　【432千円】
犯罪の抑止を図り安心で安全なまちづくりを進めるため、区を対象に防犯カメラの設置、個人を対象に
特殊詐欺防止用電話機器等の購入及びセンサーライト等の防犯用具の購入に係る費用に対し補助します。
消防・防災体制の強化　【208,011千円】
自助・共助・公助それぞれの立場による効果的な災害への備えにより、安心して暮らすことができるまちを目指し、ハード・ソフ
ト両面から防災体制の充実を図ります。消防・救急業務を新城市へ委託し安心安全な暮らしを守ります。令和８年度は、消防団に
配備する小型動力ポンプ付積載車を１台更新します。細い道が多い地域性や団員数減少を考慮し、軽車両を採用します。また、団
員数減少に伴う消防団組織の見直しについて、引き続き検討します。

商工業の振興　【19,441千円】
商工会が行う事業への支援など引き続き商工業の振興を図ります。町の新たな特産品等（お土産品、新グルメなど）を生み出すた
め、特産品等のアイデアを募集します。審査を経て、選ばれた特産品等を開発した企業・団体等には、商品開発にかかる経費の一
部を町が補助します。 
観光によるまちづくりの推進　【17,640千円】
観光によるまちづくりの推進を通して地域活性化を図ります。地域ブランド「ビューティーツーリズム」を推進し、さらなる観光
誘客と独自の地域ブランド確立を目指します。また預り渕ログハウス及び預り渕周辺エリアを、民間のノウハウを基に活用してい
くことを目指し、民間事業者向け見学説明会、遊歩道の整備等を行います。

東栄町役場本庁舎整備方針の検討　【3,504千円】
現在の役場本庁舎は昭和32年の建築から約70年が経過し老朽化が進むとともに、耐震基準を満たしていない
ことから、町民の利便性向上、職員の働きやすさ、災害対策拠点等、様々なニーズを考慮する必要があります。
令和８年度は、新庁舎整備に向けて、町民の多様な意見の収集、分析等を行い、整備方針を策定します。
旧東栄医療センター解体事業（実施設計）　【20,680千円】
旧東栄医療センターの建物解体に向けて、解体工事実施設計業務を行います。
水道料金の減免　【28,000千円】
物価高騰による住民の経済負担を軽減するため、令和９年３月まで水道基本料金を減免します。

豊 かな文化と心を育むまちづくり

安 全・安心に暮らせるまちづくり

環 境と暮らすまちづくり

活 力あるまちづくり

定 住・交流を支えるまちづくり

協 働によるまちづくり

そ の他
町役場
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おいでん家（保健師さんの講座
）

　おいでん家では、希望があれ
ば各おいでん家に

保健師が訪問し、こころや体の
健康づくりのため

の講座を行います。
　この日は、季節の変わり目は

体調が崩れやすい

ため、体調管理の方法を教えて
もらいました。寒

い日が続きますが、家の中でこ
もらず、おいでん

家に行きみんなで楽しく体を動
かしましょう！ 

和太鼓「絆」交流プロジェクト
　３月８日（日）、東栄ドームで和太鼓「絆」交流
プロジェクトを開催しました。今回で10回目の開
催となり、県内高校６校と志多らが出演しました。 
　力強い太鼓の音が響き渡り、合同演奏では一糸
乱れぬ動きが披露されました。

東栄町消防観閲式
　３月１日（日）、消防観閲式を開催しました。町長
らによる閲団、団員たちによる小隊訓練、ラッパ吹
奏が行われ、日ごろの訓練の成果が披露されました。
　また、功績のあった団員や長年従事された方々に
表彰状や感謝状が贈られました。

表彰おめでとうございます
　統計調査への多年にわたる貢献が認められ、
金田由紀さんが農林水産大臣表彰を受けられ
ました。金田さんは農林業センサスに調査員
として４回従事されました。 
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　３月14日（土）、三遠南信自動車道の東栄ＩＣ～鳳来峡ＩＣ
間が開通し、佐久間道路・三遠道路あわせて全長27.9kmが全
線開通となりました。これを記念した開通式典が三遠川合ト
ンネル内で行われ、関係者が出席して完成を祝いました。式
典には愛知県知事や国土交通副大臣、国会議員などが参列し、
長篠陣太鼓の勇壮な演奏や鳳来東小学校児童によるアルプホ
ルンの演奏が会場に響き、開通を華やかに彩り
ました。式典後には関係車両による通り初
めが行われ、新たな道路の開通を実感す
る節目のひとときとなりました。 
　今回の開通により、三遠南信地域の
移動時間の短縮や広域交流の促進が期
待されます。東栄町にとっても、町内
外の人や物の往来がさらに活発になるこ
とが見込まれ、地域の活性化や観光振興
につながることが期待されています。

　また２月28日（土）には、開通にさきがけて三輪地内で三遠南信自動
車道東栄ＩＣ～鳳来峡ＩＣ開通メモリアルプレイベントを開催しました。
　開通前の一部区間が開放され、トンネル避難坑探検ツアーなどが行わ
れました。イベント会場では河内花祭保存会による花祭の実演や、奥三
河の特産品の販売などが行われ、町内外からの来場者で賑わいをみせま
した。  

三遠南信自動車道 東栄ＩＣ～鳳来峡ＩＣ

祝 開通
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東栄町特産品開発事業 
　町の資源や特性を生かした特産品づくりを支援する「特産品開発事業」を進
めています。令和７年度は町制施行70周年を記念し、新たな特産品のアイデ
アを広く募集。審査会で選ばれた事業者によって商品開発が行われ、このほど
完成した３点の新商品のお披露目と試食会が、３月14日（土）に杜ノフロント
YARD307で開催されました。 
　当日は関係者やメディアが訪れ、出展者から商品の特徴や開発への思いが紹
介されると、参加者は試食を通して味や魅力を確かめていました。いずれも地
域の素材や特色を生かした工夫が凝らされており、会場では感想や意見が交わされるなど、和やかな雰
囲気の中で交流が広がりました。 
　また、この日は三遠南信自動車道東栄ＩＣから鳳来峡ＩＣまでの区間が開通した日でもあり、今後は
町外からの来訪者の増加も期待されます。新たな特産品が東栄町の魅力を発信する一助となり、地域産
業の活性化につながることが期待されています。会場では展示販売も行われ、来場者は新しい東栄の味
を楽しんでいました。 

　農薬を知らない東栄町産の生姜、
柚子、唐辛子と国産きび砂糖を使った
ジンジャーシロップ。甘さ控えめで唐
辛子の辛さを効かせた「大人専用」の
商品です。炭酸水やノンアルコール
ビール割がおすすめです。

奥三河ジンジャーシロップ

　化粧品の素となる鉱物・セリサイト
（絹雲母）の姿を米粉のクッキーに映
しました。ほろりほどけるなめらか
なくちどけに、ココナッツの甘い香り
が広がります。余計なものを加えず、
素材のやさしさをそのままに。

セリサイトっぽいクッキー

　錦爽鶏のジューシーな旨みに、東栄
町で採れる旬の野菜と地元産みそ、
柚子胡椒を合わせました。町の豊か
な自然と人の手が育んだ恵みをひと
つに包み込み、町の風土を感じても
らえる商品として発信していきます。

柚子胡椒香る味噌鶏マン

問合せ先▶経済課　☎76‒1812

●椙山女学園大学 准教授　阿部順子
　　　　　　　 ……☎052‒781‒4025

●株式会社もと  …☎070‒9163‒0017 ●杜ノフロントYARD307
　　　　　　  ……☎090‒3346‒3343

東栄町の素材と魅力を生かし、工夫を凝らして生まれた3つの新商品！
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　愛知県及び市町村の消費生活相談窓口では、点検と称して分電盤の交換工事を勧誘する点検商法に関
する相談が、今年度急増しています。「すぐに交換しなければ漏電して火事になる」などと言って不安を
あおったり、契約している電力会社やその委託会社を名乗って信用させようとする事例が発生していま
す。電話等で業者から点検を持ちかけられても安易に応じず、周囲の人に相談したり、信頼できる業者
かどうかを確認したりするなど、慎重に対応しましょう。

　電力会社の関連会社と思われる業者から「最近地震が多いため、ブレーカーが確
実に作動するか確認したい」と電話で連絡があり、訪問を受けた。分電盤を確認し
た担当者から「分電盤が古く、地震対応機能がついていないので新しいものに変え
たほうがよい」と言われ、23万円の交換工事を契約した。その後隣人に話したとこ
ろ詐欺ではないかと言われた。工事の必要性は分からないが、キャンセルしたい。

●分電盤は、電力会社（一般送配電事業者）が４年に１回以上の頻度で点検を行う
ことを法律で義務付けています。法定点検は無料で、調査員証を携帯した登録調
査機関の調査員が点検を行います。点検を受ける場合は、調査員証の提示を求め
ましょう。

●法定点検の場合、点検日は事前に書面で案内があり、電話で連絡することはあり
ません。また、点検後に調査員が工事の契約を持ちかけることはありません。

●業者から電話等で点検を勧められても安易に応じず、家族などの周囲の人に相談
したり、信頼できる業者かどうかを確認したりするなど、慎重に対応しましょう。

●分電盤の状況を確認したい場合は、管轄の電力会社（一般送配電事業者）、地域の
電気工事業者等に相談しましょう。

●点検するために訪問した業者と契約してしまった場合でも、特定商取引法上の訪
問販売に該当する場合は、契約書又は申込書の受領日から８日以内であればクー
リング・オフできます。

●不安に思った場合や、契約トラブルに遭った場合は、すぐに「消費者ホットライ
ン188」に相談してください。

その電話
詐欺かも

気をつけて！

「分電盤の無料点検をします」にご注意！
～必要のない工事を勧誘されることも～ 

消費者ホットライン ※身近な消費生活相談窓口につながります188 （いやや！）

すぐに交換しないと
　　　　　火事になりますよ～

相談事例

アドバイス
します！
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問合せ先▶生活環境課　☎76‒0504

令和８年度 狂犬病集合予防注射の日程表

問合せ先▶教育委員会　☎76‒0509

　５月から、令和８年度生涯学習講座を
開始します。講師の皆さんと一緒に、好
きなことを楽しく学んでみませんか。初
めての参加も大歓迎です。興味をお持ち
の方は、ぜひご参加ください。講座の詳
細は、チラシでお知らせいたします。

教　室　名
東栄町テニスクラブ 
大人たちのフラワーアレンジメント教室 

おばあちゃんといっしょ 春夏秋冬（農家体験） 
モルック教室
和楽器に親しむ会 
スプレーアート教室 
カヌー教室
将棋教室

子どもたちのフラワーアレンジメント教室 ２回

開催期間
５月

５月・12月

５月から11月
６月から８月
６月から10月
６月・10月
８月
８月

６月・７月・
文化祭期間

小学４年生から６年生
一般

未就学児以上　　　　　　
小学生以上（一般可能）
小学生以上（一般可能）

小学生以上（一般可能）※保護者参加可能
小学３年生から６年生
小学生・中学生

※応募者多数の場合は、抽選させていただく場合があります。

（親子同伴）
 合計10～15人程度

６月(小学４年生・６年生)
７月(小学２年生・３年生・５年生)
文化祭期間(小学２年生から６年生)

５回
２回

４回
８回
５回
２回
１回
４回

回数 対　象

令和８年度 生涯学習講座が始まります 

　生後91日以上の犬を飼っている方は、犬の登録と年一回の狂犬病予防注射が義務
づけられています。今年度も次のとおり狂犬病予防注射に町内各所を回りますので、
都合のよい時間・場所で注射を受けてください。

〈登録済の犬〉○通知のハガキ（４月上旬発送予定）　○愛犬手帳
　　　　　 　  ○注射料金／2,950円、登録手数料／550円 ……合計3,500円
〈未登録の犬〉○新規登録／3,000円、注射料金／2,950円、登録手数料／550円 ……合計6,500円

◎今回都合により集合注射を受けられなかった場合は、動物病院で必ず注射を受けてください。
◎登録した犬が死亡したり、飼い主が変わったなどの変更があった場合は、役場に届け出してください。

実施日 実 施 場 所 時　間

４
月
23
日（
木
）

8：50
9：00
9：10
9：25
10：00
10：20
10：35
10：55
11：20
13：10
13：25
13：35
13：55
14：10
14：35

東薗目バス停横
常盤橋東薗目入口
川角集会所
西薗目集会所
御園　表屋さん付近
坪沢峠バス停
足込生活改善センター
放課後児童クラブ前
役場前駐車場
丸山団地入口
東栄駅
三輪コミュニティセンター
三輪河内　和合克美氏宅前
奈根集会所
岡本消防詰所

8：55
9：05
9：20
9：30
10：10
10：25
10：45
11：15
11：35
13：20
13：30
13：45
14：00
14：25
14：45

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

実施日 実 施 場 所 時　間

４
月
24
日（
金
）

9：00
9：15
9：45
9：55
10：05
10：15
10：30
10：40
10：50
11：05
11：20
11：40
12：00
12：10

古戸川合集会所
古戸会館
小林集会所下
老人憩いの家親和荘
下粟代生活改善センター
桑原公民館
布川荘
月集会所
中設楽生活改善センター
下柿野　消防器具庫前
三ツ石集会所
下田ポンプ島公園
金紫集会所
役場前駐車場

9：05
9：30
9：50
10：00
10：10
10：20
10：35
10：45
11：00
11：10
11：35
11：55
12：05
12：25

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

会場に
持参するもの
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令和８年５月から防災気象情報が新しくなります
　国土交通省水管理・国土保全局と気象庁は、
令和８年５月下旬（予定）から新たな防災気象

情報の運用を開始します。 
　この新たな防災気象情報では、河川氾濫・大雨・土砂災害・高潮の警
報などを、避難行動に対応した５段階の警戒レベルと整合させ、災害発
生の危険度に応じたレベルの数字を名称に含めて発表します。レベル５
に相当する河川氾濫の特別警報や警戒レベル４に相当する危険警報も新
たに開始するなど、現行の大雨警報・注意報などが大きく変わります。 
　レベル３警報やレベル４危険警報が発表されたら、自治体からの避難指示等に十分留意いただくとと
もに、大雨で危険度が高まった地域が地図で表示される「キキクル」や河川の水位情報を参照して、危
険な場所にいる方は早めの避難を心がけてください。
　気象庁ホームページに設けた特設ページ※では、新たな防災気象情報に関する様々な資料を掲載して

います。これらの資料を参考に、
情報が発表された際にどのよう
な行動をとるか、ご家庭や企
業・組織内であらかじめ決めて
いただくようお願いします。 

慰霊巡拝への参加申込みをご検討中のみなさまとそのご家族へ

問合せ先▶名古屋地方気象台　☎052‒751‒5124

※新たな防災気象情報
　に関する特設ページ
　はこちらから

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

レベル２
氾濫注意報

警戒レベル
５相当

警戒レベル
４相当
警戒レベル
３相当

警戒レベル２

警戒レベル１

レベル２
大雨注意報

早期注意情報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

河川氾濫 大　雨 土砂災害 高　潮

愛知県
慰霊巡拝ＨＰ
※各巡拝の日程や必要書類、申込締切日等、詳細は愛知県窓口にお問い合わせください。 
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/chiikifukushi/ireijyunpai.html 

名古屋地方気象台

　政府は昭和28年から戦没者遺骨の収集に努力を重ねてきましたが、本事業
の特殊性からすべての遺骨を完全に収集することは事実上不可能であることか

ら、肉親が亡くなった現地で、慰霊・追悼を行いたいという関係遺族の要望にこたえるため、旧主要戦
域となった陸上及び遺骨収集の望めない海上等における戦没者、又は旧ソ連・モンゴル地域において抑
留中に死亡した者（以下、抑留中死亡者という。）を対象として、慰霊巡拝を行います。

慰霊巡拝の趣旨

　日本国政府派遣の慰霊巡拝団は、先の大戦において戦域となった全
ての地域の戦没者の慰霊を行うことを目的としております。  
 国の慰霊巡拝は、一般の観光ツアーとは異なり、ご参加いただく方
は「戦没された方のご遺族であると同時に、派遣国・地域で戦没され
た方々全ての遺族の代表として慰霊を行う責務がある」ということを
ご理解のうえ、巡拝の全日程に参加していただくこととなります。
　巡拝中、個人行動は制限されますので、あらかじめご理解ください。

●慰霊巡拝へのご参加について

 申込みから参加決定までには数ヶ月を要し、内申書のほかに、戸籍
謄本や健康チェック票（ご本人及びご家族の記入が必要なもの）、医師
の証明書など、必要な書類をご準備、ご提出いただく必要があります。
あらかじめご理解ください。

●慰霊巡拝へのご参加までの流れ
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お
仕
事
を
お
探
し
の
皆
さ
ま
へ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城
で
の
職
業
相
談
の

予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

　
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
事
前
予
約

に
よ
り
、
窓
口
の
混
雑
を
避
け
、
ご
相
談

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
求

職
登
録
を
す
れ
ば
、
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
職
業
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

　
ご
予
約
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

●
問
合
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

特
設
人
権
・
行
政
相
談

開
設
に
つ
い
て 

東
栄
町
文
化
協
会
会
員
募
集

河
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ア
ル
ミ
缶
等
回
収
の
お
知
ら
せ

限
り
あ
る
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
！

○
日　
時　
令
和
８
年
５
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
前
11
時

○
場　
所　
東
栄
町
役
場
分
庁
舎
前

　
　
　
　
　
駐
車
場

○
奨
励
金　
80
円
／
kg
（
ア
ル
ミ
缶
）

※

奨
励
金
の
受
け
取
り
は
金
融
機
関
へ
の

振
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
、
振
込
先
が
分
か
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○
対
象
と
な
る
も
の

　
水
で
洗
い
乾
か
し
た
ア
ル
ミ
、
ス
チ
ー

ル
缶
（
ス
チ
ー
ル
缶
は
飲
料
・
缶
詰
め

の
み
回
収
）

【
注
意
点
】

１
．
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
に
分
け
る

　
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ー
ク
を
確
認
（
ア
ル
ミ

缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
は
別
々
の
袋
・
容
器

に
分
別
し
て
収
集
場
所
に
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。）

２
．
軽
く
水
で
洗
う

　
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
を
水
で
軽
く

洗
い
、
し
ば
ら
く
さ
か
さ
ま
に
し
て
水

を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
生
活
環
境
課　
　
７
６
・
０
５
０
４

　
振
草
川
漁
業
協
同
組
合
で
は
大
千
瀬
川

流
域
の
河
川
環
境
整
備
活
動
と
し
て
、
今

年
度
１
回
目
の
草
刈
り
活
動
を
行
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
実 

施 

日　
５
月
10
日（
日
）を
予
定

　
詳
細
は
後
日
と
う
え
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
実
施
場
所　
各
地
区
に
分
か
れ
ま
す
。

（
詳
細
は
地
区
役
員
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
）

○
集
合
場
所　
中
設
楽 

千
代
姫
荘
前
広
場

○
集
合
時
間　
午
前
８
時

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
東
栄
町
商

工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
東
栄
町
商
工
会　
　
７
６
・
０
５
３
０

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の
町
の
身

近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
隣
近
所
の

も
め
ご
と
、
家
族
間
の
問
題
、
体
罰
や
い

じ
め
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ

等
で
お
悩
み
の
方
は
、
人
権
擁
護
委
員
へ

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
行
政
相

談
員
に
よ
る
相
談
も
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

特
設
人
権
・
行
政
相
談  

○
相
談
日

　
６
月
２
日（
火
）

　
９
月
８
日（
火
）

　
12
月
８
日（
火
）

○
相
談
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
問
合
せ
先

　
総
務
課　
　
７
６
・
０
５
０
１

新
規
会
員
・
新
規
団
体
を
募
集
し
て
い

ま
す
　
「
会
員
一
人
一
人
が
心
豊
か
に
楽
し
く

学
び
楽
し
く
造
り
楽
し
く
触
れ
合
う
」

　
と
に
か
く
会
員
が
楽
し
く
を
一
番
に
文

化
活
動
を
し
て
い
る
団
体
ば
か
り
で
す
。

　
団
体
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
文
化

活
動
団
体
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教

育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
教
育
課　
　
７
６
・
０
５
０
９

団 体 名
お茶の会
おひさまの会
楽描会

とうえい写真クラブ
ふるさと歌会

峰と海の会 東栄教室
己書おかえり道場
さわやかコーラス
フルーツポンチ

主 な 活 動
お茶のお稽古
絵本の読み聞かせ
絵画作成
写真撮影
短歌作成

お琴と三絃のお稽古
己書作成
合唱練習
オカリナ演奏

今
月
の
特
集

お
知
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

残
り
２
年
！

実
践
！
サ
ル
の
追
い
払
い
研
修

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
小
川
晴
那
で
す
。
経
済
課
に
所
属
し
、

鳥
獣
被
害
対
策
の
普
及
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
い
う
名

前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
実

際
に
ど
ん
な
人
た
ち
な
の
か
は
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域
に
移

り
住
み
、
地
域
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し

な
が
ら
、
ま
ち
の
元
気
を
つ
く
る
活
動

に
取
り
組
む
人
た
ち
で
す
。
東
栄
町
で

は
、
鳥
獣
被
害
対
策
、
観
光
、
ま
ち
づ

く
り
、
地
域
と
つ
な
が
る
子
ど
も
の
教

育
、
町
の
資
源
（
森
林
資
源
、
鉱
物
資

源
、
建
物
資
源
）
の
活
用
を
し
て
い
る

隊
員
が
い
ま
す
。
ほ
か
の
地
域
で
は
、

農
業
、
空
き
家
の
活
用
、
自
然
や
文
化
の

継
承
な
ど
、
活
動
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

任
期
は
最
長
３
年
。
私
は
令
和
７
年

度
に
着
任
し
た
の
で
、
残
り
２
年
！
こ

の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
地
域
の

方
々
と
顔
を
合
わ
せ
、
話
を
し
、
悩
み
、

学
び
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
一
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。 

　

協
力
隊
は
、
地
域
の
た
め
に
力
を
尽

く
す
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
地

域
で
の
経
験
を
通
し

て
、
自
分
自
身
の
夢

や
将
来
の
生
き
方
を

形
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
人
た
ち
で
も
あ

り
ま
す
。

　
地
域
と
と
も
に
成

長
し
て
い
く
仲
間
と

し
て
、
ぜ
ひ
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
写
真
は
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
「
森
の
こ

び
と
た
ち
」
で
ク
マ
に
つ
い
て
の
啓
発
の

機
会
を
い
た
だ
い
た
際
の
様
子
で
す
。

　
２
月
21
日（
土
）に
新

城
・
北
設
鳥
獣
害
対
策

協
議
会
主
催
で
、
サ
ル

の
追
い
払
い
研
修
会
を

川
角
集
会
所
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
川
角
地
区
か
ら
約
20

名
を
は
じ
め
、
町
内
外

か
ら
全
体
で
30
名
ほ
ど

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
研
修
で
は
、
サ
ル
が

な
ぜ
人
里
に
現
れ
る
の

か
、
そ
の
背
景
や
行
動

の
特
徴
を
学
び
、
効
果

的
な
追
い
払
い
の
進
め

方
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
サ
ル
は

「
こ
こ
は
安
心
で
き
る
場
所
だ
」
と
学
習

す
る
と
繰
り
返
し
現
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

個
人
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
全

体
で
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
実
習
で
は
、
追
い
払
い
用
花
火
や
エ

ア
ガ
ン
、
パ
チ
ン
コ
を
実
際
に
手
に
取
り
、

安
全
な
使
い
方
や
効
果
的
な
活
用
方
法
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

地
域
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
対
応
す

る
こ
と
が
、
被
害
を
防
ぐ
大
き
な
力
に

な
る
こ
と
を
共
有
で
き
た
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

問
合
せ
先　
経
済
課　
　
　
☎
７
６
・
１
８
１
２

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こ
ん
に
ち
は
！

問
合
せ
先　
東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
７
６
・
１
７
４
０

参
考
：「
ま
る
ご
と
わ
か
る
！
生
活
習
慣
病
」
坂
根
直
樹
著

　
１
９
８
０
年
代
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
レ

ス
ロ
ー
博
士
は
、
日
々
の
生
活
習
慣
と

寿
命
に
は
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。
博
士
が
示
し
た
「
健
康

的
な
７
つ
の
生
活
習
慣
」
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　
①
禁
煙

　
②
定
期
的
な
運
動

　
③
節
酒
ま
た
は
禁
酒

　
④
７
〜
８
時
間
の
睡
眠

　
⑤
朝
食
を
と
る

　
⑥
間
食
を
し
な
い

　
⑦
適
正
体
重
の
維
持

　
例
え
ば
、
45
歳
の
男
性
の
場
合
、
こ

れ
ら
の
う
ち
６
つ
以
上
を
実
践
し
て
い

る
人
の
平
均
余
命
は
33
年
だ
っ
た
の
に

対
し
、
３
つ
以
下
し
か
実
践
し
て
い
な

い
人
の
平
均
余
命
は
22
年
だ
っ
た
と
い

う
結
果
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
の
違
い
が
、
そ
の
後
の
人
生
に
大
き

な
差
を
生
む
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

　
一
方
で
、
少
し
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た

話
も
あ
り
ま
す
。
１
９
７
４
年
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
ジ
ー
ン
・
メ
イ
ヤ
ー
教

授
が
発
表
し
た
「
亭
主
を
早
死
に
さ
せ

る
10
か
条
」
で
す
。  

亭
主
を
早
死
に
さ
せ
る
10
か
条

（※

ユ
ー
モ
ア
で
す
） 

●
夫
を
太
ら
せ
な
さ
い 

●
夫
を
座
り
っ
ぱ
な
し
に
し
て
お
き
な
さ
い 

●
飽
和
脂
肪
酸
を
た
く
さ
ん
与
え
な
さ
い

●
塩
分
の
濃
い
食
事
に
慣
れ
さ
せ
な
さ
い

●
コ
ー
ヒ
ー
を
が
ぶ
飲
み
さ
せ
な
さ
い 

●
ア
ル
コ
ー
ル
を
ど
ん
ど
ん
飲
ま
せ
な
さ
い 

●
タ
バ
コ
を
勧
め
な
さ
い 

●
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い

●
夜
遅
く
ま
で
起
こ
し
て
い
な
さ
い

●
終
始
ガ
ミ
ガ
ミ
言
い
な
さ
い

　

少
し
笑
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、

内
容
を
裏
返
し

て
見
る
と
、
健

康
を
損
な
う
生

活
習
慣
が
分
か

り
や
す
く
示
さ

れ
て
い
る
と
言

え
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
で
き
る
こ

と
か
ら
生
活
習
慣
の
改
善
・
予
防
に
取

り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

生
活
習
慣
が
寿
命
を
左
右
す
る
!? 

１２３４５６７８９10　 

今
月
の
特
集

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
話
題
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東
栄
っ
こ
通
信

小学校

　
３
〜
６
年
生
が
、
愛
知
県
芸
術
劇

場
で
開
催
さ
れ
た
舞
台
芸
術
鑑
賞
教

室
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
朝
、
７

時
15
分
に
学
校
を
出
発
、
名
古
屋
市

栄
に
あ
る
愛
知
県
芸
術
劇
場
に
向
か

い
、
劇
「
せ
か
い
い
ち
の
ね
こ
」
を

鑑
賞
し
て
き
ま
し
た
。
歌
あ
り
、
踊

り
あ
り
の
内
容
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、

プ
ロ
の
俳
優
さ

ん
の
演
技
を
楽

し
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
観

劇
の
マ
ナ
ー
も

守
っ
て
鑑
賞
で

き
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
快

晴
で
温
か
く
風

も
な
く
、
雪
の

状
態
も
最
高
で
、
絶
好
の
ス
キ
ー
日

和
で
し
た
。
茶
臼
山
ス
キ
ー
場
で
一

日
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
さ
ん
や
地
域
講

師
の
方
の
す
ば
ら
し
い
指
導
の
お
か

げ
で
、
こ
の
一
日
の
中
で
も
み
ん
な

ス
キ
ー
の
技
術
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　
５
年
生
が
１
年
間
の
木
育
の
学
習
の

ま
と
め
と
し
て
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
や
保
護
者
の
方
を
招
い
て
学
習

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
に
、

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
特
に
関
心

を
も
っ
て
調
べ
て
き
た
こ
と
を
ブ
ー

ス
形
式
で
発
表
し
ま
し
た
。
招
待
さ

れ
た
方
々
も
興
味
深
げ
に
話
を
聞
き
、

ま
た
熱
心
に
質
問
さ
れ
る
方
も
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
１
年
間
の
学
習
全

体
を
振
り
返
る
発
表
を
行
い
、
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
役
場
経
済
課
の
佐
々
木
様
か

ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
心
を

高
く
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
、

町
の
活
動
に
生

か
せ
る
こ
と
も

あ
る
、
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の

学
び
を
、
高
く

評
価
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

３ 
〜 

６
年
（
１
月
28
日
）

舞
台
芸
術
鑑
賞
教
室

〈
愛
知
県
芸
術
劇
場
〉

中学校

田口高校からこんにちは
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ

　
新
入
生
を
迎
え
、
田
口
高
校
も
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
高
校

生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
田
口
高
校
で
過
ご
し
て
き
て
、
こ
の
学
校
は
素
晴
ら
し
い
学
校
だ

と
思
い
ま
し
た
。
少
人
数
な
の
で
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
協
力
し

合
う
こ
と
が
で
き
、
先
生
方
と
の
関
わ
り
も
密
接
で
す
。
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
友
達
や
先
輩
で
も
先
生
で
も
、
ぜ
ひ
周
り
を

頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
田
口
高
校
な
ら
助
け
て
く
れ
る
人
が
必
ず
い

ま
す
。
三
年
間
、
い
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
令
和
７
年
度
卒
業
生　
鈴
木
稜
久
さ
ん
）

◆
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
、
い

ろ
い
ろ
な
方
が
様
々
な
方
法
で
田
口
高
校
の
魅
力
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
が
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
大
き
く

羽
ば
た
き
、
田
口
高
校
の
発
展
に
繋
が
る
活
躍
を
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
（
田
口
高
校
同
窓
会
理
事
長　
原
田
直
幸
さ
ん
）

◆
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ん
に
ち
は
。
さ
よ
う
な
ら
。
挨
拶
の

で
き
る
田
口
高
校
の
生
徒
た
ち
。
体
育
で
元
気
い
っ
ぱ
い
校
庭
を

走
り
回
り
、
林
業
科
の
授
業
で
は
測
量
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒

た
ち
。
ど
の
顔
を
見
て
も
清
々
し
い
顔
を
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ

が
田
口
高
校
生
の
姿
で
す
。
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

人
と
し
て
の
基
本
を
し
っ
か
り
学
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
田
口
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
会
長　
伊
藤
公
一
さ
ん
） 

　
田
口
高
校
の
情
報
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
度
は
、「
と
う
え
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
を
ハ
ブ
と
し
て
、

地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
授
業
を
作
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
き
た
の
か
、
令
和
７
年
度

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

 

２
学
期
、
３
年
生
は
、
社
会
科
の

授
業
で
、
東
栄
町
議
会
を
見
学
に
行

き
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
議
員
の
皆

様
、
行
政
の
担
当
者
が
、
真
剣
に
議

論
し
て
い
る
姿
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 

 

３
学
期
、
３
年
生
は
町
議
会
議
員

の
皆
様
を
呼
ん
で
、
歴
史
・
地
理
・

公
民
の
３
分
野

で
学
ん
で
き
た

こ
と
を
生
か
し
、

東
栄
町
の
今
後

に
つ
い
て
議
員

さ
ん
た
ち
と
一

緒
に
東
栄
町
の

未
来
（
あ
す
）

を
語
る
会
を
計

画
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、「
持
続
可
能
な
東
栄
町
と

し
て
」、「
東
栄
町
の
魅
力
を
生
か
し

て
」
な
ど
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
考
え

を
た
く
さ
ん
聞
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
１
年
生
の
理
科
で
は
、
東
栄
町
の

自
然
が
ど
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い

る
の
か
調
べ
ま
し
た
。
本
郷
地
区
、

粟
代
地
区
、
下
川
地
区
に
出
か
け
、

岩
石
を
調
査
し
ま
し
た
。
地
元
の
鉱

物
の
専
門
家
、
大
学
生
な
ど
、
様
々

な
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

授
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
地
域

を
生
か
し
、
地
域
の

皆
様
と
つ
な
が
り
な

が
ら
、
ふ
る
さ
と

東
栄
の
よ
さ
を
見

つ
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
を
生
か
し
、
地
域
の
皆
様
と
つ
な
が
る 

授
業
の
充
実
を
目
指
し
て 

東
栄
町
の
未
来
（
あ
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
を
語
る
会

東
栄
町
の
自
然
の

　
　
　
　
成
り
立
ち
に
つ
い
て

田口高校ホームページ

田口高校インスタグラム

３
年
・
４
年

ス
キ
ー
教
室

（
２
月
４
日
）

５
年
・
木
育
学
習
発
表
、

閉
講
式
（
２
月
17
日
）

県芸術劇場にて

スキー教室

木育学習発表会

今
月
の
特
集

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
話
題
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設
楽
警
察
署

こ
ち
ら

運転免許更新のご案内

ふ
る
さ
と
歌
壇
２
月
詠
草

ふ
わ
ふ
わ
の
新
雪
に
あ
る
足
跡
は
て
ん
て
ん
て
ん
と
い
ず
こ
に
続
く
　
　
　
　
美
濃
羽
冴
子

志
多
ら
太
鼓
揺
さ
ぶ
る
鼓
動
胸
き
ゅ
ん
す
今
日
か
ら
私
は
あ
な
た
の
と
り
こ
　
金
澤
ゆ
き
子

気
が
か
り
な
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
シ
ニ
ア
カ
ー
で
行
く
役
所
へ
の
道
　
渡
辺
　
禮
子

何
十
年
こ
れ
を
使
っ
て
来
た
だ
ろ
う
主
の
手
癖
の
つ
い
た
砥
石
を
　
　
　  

　 

佐
々
木
秀
子

朝
起
き
て
ま
し
ろ
き
雪
に
思
い
出
す
子
供
と
い
っ
し
ょ
に
か
ま
く
ら
作
り
　
　
荒
河
　
高
子

枯
れ
草
を
押
し
上
げ
出
し
蕗
の
と
う
旅
人
摘
み
て
そ
っ
と
持
ち
去
る
　
　
　
　
中
村
　
信
幸

ダ
ム
底
に
乾
い
た
風
が
吹
き
抜
け
る
水
を
湛
え
し
日
々
よ
再
び
　
　
　
　
　
　
小
石
　
桂
子

柊
と
鰯
の
頭
を
黒
文
字
に
邪
気
鬼
遣
ら
い
父
の
思
い
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
嶋
つ
や
子

ぬ
く
ぬ
く
と
湯
た
ん
ぽ
入
れ
て
あ
っ
た
か
く
私
朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
眠
る
　
　
　
伊
藤
　
久
美

立
春
を
い
う
の
に
寒
波
居
座
り
て
雪
降
る
日
も
あ
り
春
ま
だ
遠
い
　
　
　
　
　
竹
田
　
正
子

い
で

令
和
８
年
１
月 

犯
罪
事
故
発
生
件
数

◎
刑
法
犯
総
数

　
・
窃
盗
犯

　
　
（
自
動
車
関
連
窃
盗
）

　
・
特
殊
詐
欺

０
件（
０
）

０
件（
０
）

０
件（
０
）

０
件（
０
）

３
件（
３
）

２
件（
２
）

◎
人
身
事
故
件
数

　
・
死
者
数

　
・
負
傷
者
数

０
件（
０
）

０
人（
０
）

０
人（
０
）

０
件（
０
）

０
件（
０
）

◎
物
損
事
故
件
数

15
件（
15
）
44
件（
44
）

東
栄
町
内

※

（　
）
内
は
１
月
か
ら
の
累
積

郡
　
内

〜
こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
〜

車
か
ら
　
ぼ
く
た
ち
み
え
な
い

手
を
あ
げ
よ
う 

　
４
月
６
日（
月
）か
ら
15
日（
水
）ま
で
の

10
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
新
年
度
を
迎
え
、
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
に
元
気
な
姿
で
登
校
す
る
こ
ど
も

の
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
時
期
は
、
不
慣
れ
な
交

通
環
境
で
通
学
・
通
勤
が
始
ま
り
、
交
通

事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
気
候
も
よ
く
な
り
、
行
楽
な
ど

で
自
動
車
を
使
っ
た
り
、
外
出
す
る
機
会

が
増
え
た
り
し
て
、
交
通
事
故
の
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。

　
県
民
一
人
一
人
が
交
通
安
全
意
識
を
高

め
、
安
全
運
転
や
安
全
行
動
の
実
践
を
通

じ
て
交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

《
新
入
学
児
童
・
園
児
の
交
通
事
故
防
止
》

　
春
は
入
学
、
入
園
の
時
期
。

　
こ
れ
ま
で
家
の
近
く
や
ご
家
族
の
周
り

で
遊
ん
で
い
た
こ
ど
も
た
ち
も
、
学
校
や

保
育
園
に
通
う
よ
う
に
な
る
と
、
行
動
範

囲
が
グ
ン
と
広
が
り
、
ご
家
族
の
目
の
届

か
な
い
と
こ
ろ
で
の
行
動
も
多
く
な
り
、

登
下
校
時
は
も
と
よ
り
、
新
し
い
友
達
の

家
に
行
っ
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
す
る

機
会
が
増
え
ま
す
。

◎
お
子
さ
ん
へ
の
交
通
安
全
教
育

　
○
幼
児
に
対
し
て
は
、
心
身
の
発
達
段

階
に
応
じ
て
、
道
路
の
安
全
な
通
行

方
法
な
ど
の
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル

を
遵
守
さ
せ
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践

さ
せ
る
態
度
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
○
児
童
に
対
し
て
は
、
歩
行
者
と
自
転

車
の
利
用
者
と
し
て
道
路
の
横
断
方

法
及
び
交
通
の
状
況
に
応
じ
て
自
ら

判
断
し
て
安
全
に
道
路
を
通
行
で
き

る
た
め
の
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習

得
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
目
標
に
、
保
護
者
の
方
や
学

校
の
先
生
方
が
深
い
愛
情
を
持
っ
て
、
わ
か

り
や
す
く
、「
飛
び
出
し
を
し
な
い
」「
道
路

を
横
断
す
る
と
き
は
、
手
を
あ
げ
る
」
等
、

具
体
的
な
フ
レ
ー
ズ
を
活
用
し
て
、
繰
り
返

し
指
導
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

弓
友
会　

月
例
会
成
績
表

弓
友
会　

月
例
会
成
績
表

　
　

３
月
４
日　

恵
真
館

　
　

３
月
４
日　

恵
真
館

男
子
　
優
勝
　
三
城
　
信
和
　
　
　
二
位
　
長
尾
　
真
男
　
　
　
三
位
　
伊
藤
　
　
勉

女
子
　
優
勝
　
加
藤
　
育
代
　
　
　
二
位
　
伊
藤
　
礼
子
　
　
　
三
位
　
杉
野
き
よ
み

総
合
　
優
勝
　
加
藤
　
育
代

※

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で
最
後
ま
で

　
的
中
し
つ
づ
け
た
人
が
優
勝
で
す
。

※運転免許証の更新手続きは予約制です。
○設楽署では、優良と一般（条件あり）の
　更新業務を行っています。 
※高齢者の方は、高齢者講習等が修了していれば、
　予約なしで更新できます。
○令和７年10月１日から外国籍の方は、
　在留カード等の提示が必要です。
○詳しくは愛知県警ＨＰでご確認ください。
　（警察署では予約できません。）
※警察署での更新受付は、すべて平日の正午から
　午後４時までの間です。
ご不明な点は設楽警察署交通課（0536‒62‒0110）
までお問い合わせください

今
月
の
特
集

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
話
題
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大 治 町大 治 町友好自治体

　株式会社さんわコーポレーションから、子どもたちの健
全な育成のため、国産の鶏肉を大治町内小中学校へ寄附し
ていただきました。 
　寄附された鶏肉は１月30日（金）の学校給食で児童生徒が
おいしくいただきました。 
　大治町としても、児童生徒に食の大切さを伝える食育に
努めていきます。 

（　　　　　）

納
税
等

●固定資産税
●保育料
●放課後児童クラブ利用料
●水道使用料（下水・農集排使用料含む）
●住宅使用料

納期限：４月30日

人
口
と
世
帯

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届
出をされた方も掲載対象となりますので、掲
載を希望される場合は、お早めに総務課へお
申し出ください。

２月末日現在

※住民基本台帳 ※単位：人

※（　）内は前年度同月による ※単位：人

営業当初からの累計利用者数　4,351,023

前月比
2,595人口

施
設
利
用
の
よ
う
す（
２
月
）

施　設　名
森林体験交流センター
「スターフォーレスト御園」

戸
籍
の
窓
口

令和８年２月の利用者数

87（　　　　　）
２月までの累積利用者数

交流促進センター「千代姫荘」 129（　　　　　）

とうえい健康の館 247（　　　　　）
グリーンハウス（宿泊者） 26（　　　　　）
体育施設 646（　　　　　）

とうえい温泉 12,081（　　　　　）

110

165

218

21

471

2,281（　　　　　）
2,001（　　　　　）

3,222（　　　　　）
2,316（　　　　　）
18,077（　　　　　）

2,552

2,342

3,738

2,712

20,375

10,754 131,003138,302

（－5）

1,256男 （－1）

1,339女 （－4）

1,271世帯数

3転入

5転出

0出生

3死亡（＋2）

●失われた貌
　著者：櫻田智也

●うた子と獅子男
　著者：古谷田奈月

●石破くん
　著者：橋威智郎

●夜があけたら
　著者：青波杏

●生きとるわ
　著者：又吉直樹

図書室に置いてほしい本がありましたら、教育委員会までご要望をお寄せください。
問合せ先▶教育委員会　☎76‒0509

新
着
図
書（
東
栄
町
図
書
室
）

２月15日～３月14日受付

●お悔やみ
氏　名 年　齢 住　所

伊藤　　見
中川美枝子
野菊　和江
伊藤　順敏
湯浅　和一
村上　益夫
原田　　學
櫻井　厚子

園
振草
園
御殿
本郷
本郷
下川
下川

92歳
88歳
81歳
88歳
94歳
97歳
82歳
76歳

今
月
の
特
集

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
話
題



4 April.2026
Sun Mon

6 7 8

1

2

3029 31 4

5

2 3

9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

2519 20 21 22 23

26 27 28 29 30

Tue Wed Thu Fri Sat

ペットボトル・白トレイ・乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

子育て支援センター

学校行事

ドレミの会

行政相談

ロコモ体操

24

1

個別予防接種 離乳食教室
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たんぽぽの会

ペットボトル等
回収日
巡回職業相談
ロコモ体操
さわやかクラブ
たんぽぽの会

たんぽぽの会

子育てセミナー

にこにこの日

にこにこの日

昭和の日

短縮授業（小学校）
入学式、始業式
11：20下校
（中学校）

入学式準備
5・6年生登校
（小学校）

入学式、始業式
（小学校）
入学式準備
11：20下校
（中学校）

民生委員児童委員
協議会

短縮授業（小学校）
短縮授業（中学校）
11：20下校

保護者会・
ＰＴＡ総会・
情報モラル教室
16：00下校
（中学校）

振替休業日
（中学校）

今
月
の
特
集

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
話
題
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　12チャンネルで、様々なまちの情報を配信して
おります。とうえいチャンネルについて、お困りの
方は役場総務課までお問い合わせください。

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

　町では、ＳＮＳにより、まちの身近な話題やでき
ごとなど、魅力的な情報をタイムリーに発信してい
ます。

東栄町公式ＳＮＳ

防災アプリ（東栄Ｓアラート）

LINEFacebook

AndroidApple

Ｘ（旧Twitter）

ひなまつり

防 災 士 の 手 帳
さば缶

　人生折り返し半ばにさしかかり、ありとあらゆる食べ
物を食べてきたと思っていましたが、この度、初めて
“さば缶”を食べました。店頭には、水煮、みそ味、ト
マト味、いくつもの味があり驚きました。数週間は楽し
めましたが、だんだんと物足りない感じもでてきました。
　災害時には缶詰は便利ですが、やはりできたてにかわ
るものではありません。しかし、災害時には、幼い頃に
食べた、温かくとろとろのサバの味噌煮を食べることは
できません。缶詰をストックしていて、いざ食べてみた
ら“こんなはずではなかった”と驚きや衝撃を受けるま
えに、味に親しむことも必要なのかもしれません。
　現在は、さば缶以外にもやきとりの缶詰、いわしの缶
詰など、様々な缶詰を“初めて”食べています。何でも
食べられ、受け入れられる味覚、歯や胃腸の丈夫さに感
謝です。

美濃羽　冴子

のおでかけ日記オ 二 ス タ ー
Instagram

　３月３日、とうえい保育園で開かれたひ

なまつり会に行ってきたに。〇×クイズで

ひなまつりについて学んだり、ひなあられ

を食べたりしたよ。春の訪れを感じるなか、

園児たちの元気な笑顔があふれるひととき

になっただに。

食べてみる
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